
「町民アンケート」
　
町
で
は
「
第
５
次
弟
子
屈
町
総
合
計
画
」(

平

成
24
年
度
～
令
和
３
年
度)

の
進
捗
状
況
を
評

価
す
る
行
政
評
価
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
成

果
指
標
と
す
る
た
め
に
、
毎
年
度
「
町
民
ア
ン

ケ
ー
ト
」を
実
施
し
て
い
ま
し
た
。
今
年
６
月

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
と
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
て
行
わ
れ
た「
行

政
評
価
」の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
ご
意

見
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

目
的
／�

広
聴
活
動
の
一
環
お
よ
び
総
合
計
画

の
達
成
度
を
測
る
指
標
の
現
状
を
調

査
す
る

対
象
／�
�20
歳
以
上
の
町
民
名
簿
か
ら
無
作
為

に
抽
出
し
た
１
０
０
０
人

期
間
／�

５
月
31
日
発
送
、
回
答
期
限
を
６
月

20
日
に
設
定

回
答
率
／
33
・
３
％

実

施

内

容

評

価

方

法

　
ア
ン
ケ
ー
ト
の
う
ち
、
行
政
評
価
・
ま
ち

づ
く
り
に
関
す
る
設
問（
問
８
、
問
12
）に
つ

い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目
ご
と
に
大
変
満
足

「
５
」、
満
足
「
４
」、
ふ
つ
う「
３
」、
あ
ま
り

満
足
で
な
い「
２
」、
満
足
で
な
い「
１
」の
い

ず
れ
か
に
○
印
を
つ
け
て
も
ら
い
、
そ
れ
を

集
計
・
点
数
化
し
ま
し
た
。

　
大
変
満
足
「
１
０
０
点
」、
満
足
「
75
点
」、
ふ

つ
う
「
50
点
」、
あ
ま
り
満
足
で
な
い「
25
点
」、

満
足
で
な
い「
０
点
」と
し
て
集
計
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
自
由
記
載
欄
に
は
自
由
に
意
見
を

書
い
て
い
た
だ
き
、
１
６
１
件
の
意
見
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
主
な
意
見
を
掲
載
し
ま
す
。

○�

観
光
客
用
の
有
料
ゴ
ミ
袋
の
販
売
・
回
収

を
行
っ
た
ら
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
も
減
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

環
境 回

答

結

果

問
８
　�

弟
子
屈
町
の
生
活
環
境
や
ま

ち
づ
く
り
、
町
政
に
つ
い
て

の
満
足
度
を
お
尋
ね
し
ま
す
。

問
12
　�

よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向

け
て
、
あ
な
た
の
ご
意
見
を
自

由
に
お
書
き
く
だ
さ
い
。（
自

由
記
載
）

※�

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
う
ち
、
行
政
評
価
・
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
設
問

　（
問
８
、
問
12
）
の
回
答
の
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

水 と 森 と 人 が 共 に 輝 き、 活 力 あ ふ れ る 自 立 し た ま ち

第５次弟子屈町総合計画

行政評価

結 果

（
１
）�

摩
周
湖
、
屈
斜
路
湖
、
釧
路

川
な
ど
の
自
然
環
境
保
護

（
３
）�

緑
化
や
花
い
っ
ぱ
い
運
動
な

ど
の
推
進

（
２
）�

自
然
環
境
と
調
和
す
る
町
並

み
景
観
の
整
備

6253 44

6254 45

０

設
問

満
足
度（
点
）
昨
年
度（
点
）
点
差

5148 37

（
７
）�

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
C
O
2
を
削

減
す
る
環
境
保
全
の
推
進
と
啓
蒙

46

46

０

45
策
定
時（
点
）

（
６
）�
ご
み
の
分
別
収
集
の
徹
底
と

リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

57

60

54

-3

（
４
）�

自
然
開
発
に
お
け
る
ル
ー
ル

づ
く
り
の
推
進

47

47

42

０

（
５
）�

省
資
源
や
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化

の
推
進

48

42

+2

46

-1 -1

8広報てしかが 2022.12

第５次弟子屈町総合計画　行政評価「町民アンケート」結果

（
８
）�

地
域
の
特
産
品
、
お
土
産
な
ど

の
開
発

42

43

43

43

42

41

32

34

27

28

37

38

43

43

（
14
）�

地
元
農
産
物
の
販
売
環
境

（
13
）�

既
存
企
業
の
育
成
・
振
興

（
12
）
若
者
が
働
け
る
職
場
づ
く
り

（
11
）�

通
年
雇
用
型
の
企
業
の
誘
致

（
10
）�

地
場
性
の
高
い
新
作
物
や
加
工

品
の
研
究
開
発

（
９
）�

地
場
資
源
な
ど
の
活
用
に
よ
る

企
業
の
支
援

33

34

31

33

38

38

33

32

46

47

35

34

（
20
）�

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
魅
力
あ

る
宿
泊
施
設
づ
く
り

（
19
）�

カ
ヌ
ー
や
釣
り
、
農
業
体
験
な

ど
の
体
験
型
観
光
の
推
進

（
18
）�

温
泉
保
養
や
ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し

た
宿
泊
や
滞
在
型
観
光
の
推
進

（
17
）�

町
民
と
連
携
し
た
地
産
地
消
へ

の
積
極
的
な
取
り
組
み
の
推
進

（
16
）�

買
い
物
に
来
や
す
い
商
店
街
の

環
境
づ
く
り

（
15
）�

地
域
密
着
型
の
安
心
で
き
る
商

店
の
育
成

産
業
活
性
化

暮
ら
し

3235353229314331

46

48

（
26
）�

自
立
支
援
や
在
宅
援
護
な
ど
障

が
い
者（
児
）福
祉
制
度
の
充
実

48

50

（
25
）�

高
齢
者
の
た
め
の
健
康
・
生

き
が
い
づ
く
り

53

55

47

47

48

（
23
）
医
療
費
助
成
の
充
実

4045 44

○�

通
年
雇
用
型
の
企
業
を
誘
致
し
て
ほ
し

い
。

○�

川
湯
市
街
地
の
活
性
化
を
も
っ
と
促
し
て

ほ
し
い
。
地
元
で
も
っ
と
買
い
物
が
で
き

る
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

○�

町
内
で
生
産
し
て
い
る
野
菜
な
ど
を
安
価

で
購
入
で
き
る
場
が
ほ
し
い
で
す
。
地
産

地
消
を
推
進
す
る
町
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

設
問

点
差
策
定
時（
点
）

昨
年
度（
点
）

満
足
度（
点
）

設
問

点
差

満
足
度（
点
）
昨
年
度（
点
）

策
定
時（
点
）

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

2823

弟子屈町の子どもたちに明るい未来を

37

37

（
22
）�

医
療
施
設
の
診
療
科
目
な
ど

医
療
の
充
実

28

46

49

（
24
）�

福
祉
施
設
の
整
備
や
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実

42

43

46

（
27
）�

子
ど
も
を
安
心
し
て
産
み
育
て

る
た
め
の
保
健
医
療
の
充
実

36

46

48

（
28
）�

母
子
・
父
子
家
庭
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実

45

（
21
）�

検（
健
）診
な
ど
健
康
づ
く
り

事
業
の
推
進

-2 -2-1 ０-3-2-3-2

-1+1００-1+1 ０-2-1-1-1-2+1
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47

48

50

52

41

42

52

56

51

54

（
39
）�

学
校
施
設
の
整
備

（
38
）�

消
防
救
急
・
防
災
防
犯
体
制
と

関
連
施
設
や
設
備
な
ど
の
整
備

（
37
）�

通
勤
・
通
学
・
買
い
物
・
病
院
へ

の
通
院
な
ど
の
移
動
の
利
便
性

（
36
）�

住
宅
周
辺
や
幹
線
道
路
の
除

雪
や
排
雪

（
35
）�

安
全
な
通
行
と
輸
送
な
ど
の

た
め
の
道
路
整
備

（
40
）�

教
育
教
材
や
保
護
者
の
負
担

軽
減
な
ど
の
教
育
環
境

51

51

０

49

50

47

50

45

46

42

43

41

43

44

44

０

（
46
）�

ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
を
楽
し

め
る
施
設
や
機
能
の
整
備

（
45
）�
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の
充
実
や
施

設
の
整
備

（
44
）�

芸
術
や
文
化
に
触
れ
ら
れ
る

機
会
の
整
備

（
43
）�

図
書
館
や
資
料
館
な
ど
の
施

設
や
機
能
の
充
実

（
42
）
生
涯
学
習
機
会
の
充
実

（
41
）�

幼
児
教
育
や
機
能
の
整
備

○�

こ
こ
で
育
つ
子
ど
も
た
ち
に
は
、
こ
こ
の

自
然
の
中
で
し
か
で
き
な
い
よ
う
な
遊

び
、
自
然
体
験
を
小
さ
い
う
ち
か
ら
た
く

さ
ん
さ
せ
て
あ
げ
て
ほ
し
い
。

○�

教
育
の
充
実
の
た
め
、
文
化
、
芸
術
な
ど

は
も
ち
ろ
ん
、
可
能
で
あ
れ
ば
大
学
や
研

究
機
関
を
誘
致
・
設
立
し
て
、
本
物
に
触

れ
る
機
会
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
る
と
考
え
ま
す
。

設
問

点
差

教
育

-1

48474051

46464745444343

満
足
度（
点
）
昨
年
度（
点
）

策
定
時（
点
）

45

（
30
）�

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く

り
の
推
進

43

46

（
31
）�
町
ぐ
る
み
で
育
児
支
援
が
で
き

る
行
政
と
町
民
の
共
同
推
進

48

50

36

35

（
33
）�

観
光
の
ま
ち
に
ふ
さ
わ
し
い

街
並
み
景
観
の
整
備

（
32
）�

下
水
道
の
整
備

49

38

42

（
34
）�

公
園
、
子
ど
も
の
遊
び
場
、

散
策
路
の
整
備

42

49

50

（
29
）�

保
育
所
な
ど
地
域
の
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
体
制
の
充
実

46

設
問

点
差

満
足
度（
点
）
昨
年
度（
点
）

策
定
時（
点
）

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

○�

出
産
で
き
る
施
設
が
遠
す
ぎ
て
こ
の
町
で
安

心
し
て
産
め
な
い
こ
と
が
残
念
で
す
。
子
育

て
応
援
に
つ
い
て
は
手
厚
く
支
援
し
て
も
ら

え
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

○�

川
湯
地
区
は
整
備
が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
市

街
地
の
街
並
み
・
景
観
の
整
備
も
進
め
て
ほ

し
い
。

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

47

子育て世帯に乳製品を無料配布

華の湯ホテル跡地の整備

-3-1 -1-2

-1-2-3 -3-2+1-4 -1-2-1-4
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（
47
）
人
材
育
成
の
推
進

41

42

42

44

43

44

44

45

45

48

（
52
）
姉
妹
都
市
交
流
や
他
市
町
村
・

国
際
交
流
機
会
な
ど
の
充
実

（
51
）
他
地
域
へ
誇
る
郷
土
愛
を
育

む
学
習
や
町
の
魅
力
を
高
め

る
活
動
参
加
機
会
の
充
実

（
50
）
町
民
同
士
や
団
体
同
士
の
連

携
や
協
力

（
49
）
団
体
や
サ
ー
ク
ル
、
リ
ー
ダ
ー

の
育
成

（
53
）
町
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
活
動

の
推
進

45

46

44

46

42

43

-1

52

54

-2

47

49

-2

46

45

44

44

（
59
）
施
策
の
考
え
方
の
公
表（
施
策

の
説
明
責
任
）

（
58
）
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
迅
速

化

（
57
）
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ラ
ジ
オ
、
テ
レ

ビ
な
ど
の
地
域
情
報
基
盤
の
整
備

（
56
）
広
報
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
広

聴
の
充
実

（
55
）
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進

（
54
）
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
会
館
の

整
備

45

45

（
60
）
財
政
の
健
全
化

設
問

点
差

設
問

点
差

○
国
内
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
自
然

環
境
が
あ
る
の
で
、
人
材
の
レ
ベ

ル
ア
ッ
プ
が
で
き
れ
ば
よ
り
よ
い

町
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

○
町
民
全
体
で
ま
ち
づ
く
り
の
基
本

構
想
を
し
っ
か
り
と
共
有
し
た
上

で
、
町
民
が
現
在
持
っ
て
い
る
具

体
的
な
﹁
困
り
ご
と
﹂
や
﹁
ニ
ー
ズ
﹂

を
ダ
イ
レ
ク
ト
か
つ
迅
速
に
政
策

に
繋
げ
て
い
く
オ
ー
プ
ン
な
仕
組

み
が
必
要
。

町
民
の
声

（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

人
材

行
政

+1０

○
町
の
起
源
や
自
然
、
ま
た
は
古
い
街
並
み
な
ど

に
つ
い
て
も
っ
と
勉
強
す
る
機
会
が
あ
っ
た
ら

良
い
と
思
い
ま
す
。

○
基
幹
産
業
は
ま
だ
農
業
だ
と
思
う
の
で
、
そ

の
仕
事
に
就
く
人
を
増
や
せ
る
活
動
が
あ
っ

た
ら
良
い
と
思
う
。

町
民
の
声（
自
由
記
載
か
ら
一
部
を
掲
載
）

他
そ
の

38424248

4450435044444340

満
足
度（
点
）
昨
年
度（
点
）

策
定
時（
点
）

策
定
時（
点
）

昨
年
度（
点
）

満
足
度（
点
）

43

44

（
48
）
弟
子
屈
町
の
こ
と
を
学
ぶ
機

会
の
充
実

さまざまな方法で町の情報を発信

「てしかがの魅力体験・町民モニターツアー」の実施

-2

-1-2０

-1-1-1-3 -1
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第５次弟子屈町総合計画　行政評価結果

人
材
を
活
か
す

人
財
バ
ン
ク
の
利
用
促
進

雇
用
・
新
産
業
の
創
出

安
心
し
て
出
産
。
育
児

で
き
る
体
制
づ
く
り

観
光
の
振
興

的
確
で
効
率
的
な
行
政

運
営

障
が
い
者
（
児
）
福

祉
の
充
実

適
切
な
風
景
形
成
の
推

進

摩
周
湖
水
質
調
査
に
つ
い
て
、

国
へ
の
要
望
の
継
続

障
害
福
祉
事
業
所
の
運
営
状

況
の
把
握
と
支
援
の
検
討

役
場
の
申
請
・
手
続
な
ど
の

電
子
化
の
推
進

摩
周
湖
・
硫
黄
山
駐
車
場
の
契

約
内
容
や
維
持
管
理
の
改
善

出
産
・
就
業
環
境
を
セ
ッ
ト

と
し
た
事
業
の
推
進

川
湯
の
廃
ホ
テ
ル
解
体
後
の

跡
地
利
用
計
画
の
策
定

１
　�

屈
斜
路
ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
公
園
に
つ
い
て
、
令

和
３
年
度
に
屈
斜
路
湖
へ
の
動
力
船
乗
入
が
規
制
さ

れ
て
か
ら
と
、
規
制
さ
れ
る
前
を
比
較
し
、
収
支
や

利
用
人
数
が
少
な
け
れ
ば
存
在
意
義
が
な
い
の
で
、

名
称
を
変
更
し
て
で
も
利
用
方
法
を
見
直
す
な
ど
の

協
議
が
必
要
と
感
じ
る
。
　

　
町
で
は
平
成
24
年
度
か
ら
、「
第
５
次
弟

子
屈
町
総
合
計
画
」
の
目
標
年
次
で
あ
る

10
年
後
の
令
和
３
年
度
に
ま
ち
の
将
来

像
が
達
成
で
き
る
よ
う
、
毎
年
度
、
行

政
活
動
を
評
価
し
て
改
善
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

　
評
価
は
全
部
で
３
階
層
に
よ
っ
て
行

わ
れ
、
１
次
評
価
が
職
員
の
評
価
、
２

次
評
価
が
町
長
、
副
町
長
、
教
育
長
の

評
価
、
３
次
評
価
が
町
民
評
価
委
員
会

の
評
価
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
各
評
価
の
内
容
は
、
１
次
評
価
で
は
、

前
年
度
に
行
っ
た
事
務
事
業
と
そ
れ
を

束
ね
る
施
策
の
評
価
。
２
次
評
価
で
は
、

施
策
の
方
向
性
に
関
す
る
評
価
。
３
次

評
価
で
は
、
評
価
結
果
を
受
け
た
改
善

点
に
関
す
る
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

　
２
次
評
価
・
３
次
評
価
の
結
果
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

行政評価

結 果
２
次
評
価（
町
長
・
副
町
長
・
教
育
長

に
よ
る
評
価
）の
結
果（
主
な
も
の
）

３
次
評
価（
町
民
評
価
委
員
会
に
よ
る

評
価
）の
結
果
（
主
な
も
の
）

２
　�

日
本
版
持
続
可
能
な
観
光
ガ
イ
ド
欄
に
基
づ
く
町
の

サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
調
査
結
果
に
お
い
て
、
廃
棄
物

の
項
目
が
特
に
低
く
な
っ
て
い
る
。
産
業
廃
棄
物
や

観
光
事
業
者
の
排
出
量
が
公
表
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

排
出
量
の
公
開
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

３
　�

ワ
イ
ナ
リ
ー
事
業
、
チ
ー
ズ
事
業
、
と
も
に
町
が
実
施

し
て
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
が
、
事
業
内
容
を
何
も
知

ら
な
い
。
進
捗
状
況
な
ど
を
も
っ
と
発
信
す
る
べ
き
。

ま
た
、
生
産
者
や
加
工
者
と
の
交
流
、
繋
が
り
を
も
っ

て
ほ
し
い
。

４
　�

訪
日
外
国
人
の
活
動
支
援
を
徹
底
し
、
労
働
力
を
確
保

し
て
ほ
し
い
。
観
光
の
こ
と
を
勉
強
し
て
か
ら
来
る
の

で
、
も
っ
と
支
援
を
手
厚
く
し
て
即
戦
力
を
確
保
し
て

ほ
し
い
。

５
　�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
物
価
高
騰
の
影
響

で
、
１
次
産
業
、
国
産
の
重
要
性
が
改
め
て
認
識
さ
れ

た
と
感
じ
る
。
将
来
、
生
産
者
の
支
え
に
な
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
地
産
地
消
を
含
め
た
食
農
教
育
の
機
会
を

今
以
上
に
増
や
し
て
ほ
し
い
。

６
　�

地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
、
活
動
内
容
を
知
ら
な

い
町
民
が
多
く
居
る
と
感
じ
る
。
も
っ
と
町
民
に
認
知

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
広
報
紙
以
外
で
も
情
報
発
信
を

増
や
し
て
ほ
し
い
。
活
動
実
績
な
ど
も
わ
か
り
や
す
く

ま
と
め
た
資
料
を
公
表
す
る
な
ど
、
ア
ピ
ー
ル
し
て
ほ

し
い
。

７
　�

い
ま
だ
、
コ
ン
ビ
ニ
で
の

住
民
票
交
付
も
対
応
し

て
お
ら
ず
、
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
す
る

メ
リ
ッ
ト
が
感
じ
ら
れ
な

い
。
高
齢
者
も
活
用
し
や

す
く
な
る
よ
う
国
へ
の
要

望
や
、
未
取
得
者
へ
の
Ｐ

Ｒ
を
続
け
て
ほ
し
い
。
　�

町民評価委員会の様子

施
策

改
善
点
と
今
後
検
討
す
る
こ
と

12広報てしかが 2022.12

　弟子屈小学校４年生の防災教室が10月26日㈬・27日㈭に実施されました。
 26日は役場庁舎見学と消防署予防救急課松原課長補佐による防災講話、模擬災害対
策本部実習を行いました。大地震が発生したという想定で、町長役の児童が被害や備
蓄食糧の状況報告を受けたり、災害対応策を的確に指示したり、防災を身近に学ぶ良
い機会になりました。
 27日には防災備蓄倉庫を見学し、食糧、水、段ボールベッドなどの防災用品の貯蔵状況を実際に確認しました。
児童の皆さんは、不断・普段の備えの大切さが理解できたようでした。

　町は、令和４年度弟子屈町総合防災訓練を11月２日、主に摩周
観光文化センターを会場に実施し、約200人の町民の方たちが参
加しました。
　「避難所訓練」は、町議会議員と防災会議委員の皆さんが津波
による沿岸部被災者役として参加し、役場職員は新型コロナウイルス感染症対策を徹底した受付や誘導の手順を
確認し、技能練度を向上することができました。防災関係機関・企業16団体による「防災展示」には、防災グッ
ズやパネルの展示などが行われ参加した町民の方の防災意識の向上を図っていました。

防災訓練に参加した皆さん

防災ワンポイントコーナー

弟子屈小学校の防災教室が実施されました

弟子屈町総合防災訓練を実施しました

問い合わせ先／役場総務課防災情報係☎４８２‐２９１２（課直通）

防災訓練の様子

模擬災害対策本部実習の様子

マイナポイントの対象となるマイナンバーカードの申請期限は₁₂月末です。
この機会にぜひご利用ください。

⃝役場環境生活課窓口（１階）
⃝₁₂月４日㈰、₁₇日㈯　９時～正午
※休日窓口は、₁₂月をもって終了します。

⃝自宅や会館、職場など
⃝₁₂月１日～２月₂₈日(平日のみ、年末年始を除く)
　９時₃₀分～₁₇時
※ ２人以上での申し込みが必要です。QRコードまたは、

電話でお申し込みください。

休
日
窓
口

出張申請
予約QR

問い合わせ先／役場総務課防災情報係☎４８２-２９１２（課直通）

出
張
申
請

マイナンバーカード申請・交付、マイナポイント申請支援

休日窓口・出張申請を実施します

13 広報てしかが ₂₀₂₂．₁₂


